








目的：点頭てんかんの治療において ACTH の連続注射は第 1 選択とされる所で

あるが，本剤の作用機序については未だ不明の点が多い。一方，点頭てんかん

の CT は高度の脳萎縮像を主体とした様々の異常がみられることは先に報告し

たが，最近，ネフローゼ症候群などの内科的疾患において steroid の大量療法

を行った際に CT 上脳容積の減少（所謂脳萎縮像）がみられることが注目され

ている。


